
変更内容（製品本体（バッグ））

このたび、「フルカリック1号・2号・3号輸液」の通常タイプのバッグに装着しております保護カバーを廃
止し、下記の通りバッグ等のデザインを変更します。併せて、出荷箱を製造販売元であるテルモ株式会社と

共通化いたしますので、ご案内申し上げます。

小室保護カバーの廃止
フルカリック1号輸液（903mL）、2号輸液（1003mL）、3号輸液（1103mL）の小室に付けていた保護カバーを廃止い
たします。
それに伴い、個包装袋及び電子添文の表示を変更いたします。
　例）フルカリック1号輸液（903mL）

該当製品
フルカリック1号輸液　 903mL ×10袋
フルカリック2号輸液　 1003mL ×10袋
フルカリック3号輸液　 1103mL ×7袋

包装変更包装変更
通常タイプ小室保護カバー廃止に伴う
表示変更のご案内

高カロリー輸液用　総合ビタミン・糖・アミノ酸・電解質液

No.P20419

変更前 変更後

̶ 1 ̶2024年3月作成

保護カバー

製造番号・出荷時期

注）出荷時期は特約店への出荷予測時期です。
　　流通状況により出荷時期が多少前後する可能性がございますが、何卒ご了承賜りますようお願い申し上げます。

品　名 容　量
従来品 変更品

出荷時期注）最終製造番号 開始製造番号

903mL×10袋

1003mL×10袋

1103mL×7袋

（128-134854）

（128-038992）

（128-090006）

フルカリック1号輸液

フルカリック2号輸液

フルカリック3号輸液

2024年4月上旬

2024年3月中旬

2024年3月中旬

230905LA

231004LA

230627LA

231204LA

231205LA

231212LA



【操作方法】【操作方法】

個包装袋の表示の変更
個包装袋の混合方法の図を下記の通り変更いたします。
　例）フルカリック1号輸液（903mL）

変更前 変更後

改定前 改訂後（下線部：追記箇所）

電子添文の改訂
14.2.1 調製手順（1）及び【操作方法】に、保護カバーはフルカリック1号輸液1354.5mL及びフルカリック2号輸液
1504.5mLにのみ付属している旨を追記いたしました。

14.2 薬剤調製時の注意
14.2.1 調製手順

（1）使用時に外袋を開封し、容器を取り出す。小室に被せてあ
る保護カバーを外す。

̶ 3 ̶̶ 2 ̶

　例）フルカリック1号輸液（903mL×10袋）の各社ラベル

14.2 薬剤調製時の注意
14.2.1 調製手順

（1）使用時に外袋を開封し、容器を取り出す。小室に被せてあ
る保護カバーを外す。なお、保護カバーはフルカリック1号
輸液1354.5mL及びフルカリック2号輸液1504.5mLにのみ
付属している。

変更内容（出荷箱）
製造販売元テルモ株式会社と共通した出荷箱に変更いたします。出荷箱に貼付しております EAN（GS1-128）のラベ
ルは各社毎になっており、GS1コード等の変更はありません。 

田辺三菱製薬株式会社 テルモ株式会社

TP-T09FC048S TP-A09FC048S
販売元

コード番号

EAN（GS1-128）ラベル

変更前

変更後

※ラベルのＧS1コードはダミーです。
なお、変更品の開始製造ロットのラベルには「包装仕様変更品」を追記しております。

削除

コード番号削除

イラスト削除

田辺三菱製薬社名の位置を下げて
テルモ株式会社の社名ロゴを追加

田辺三菱製薬社名  削除

テルモ株式会社・田辺三菱製薬株式会社共同開発品に変更

記載されている社名、各種名称は、テルモ株式会社および各社の商標または登録商標です。を追記
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変更内容（製品本体（バッグ））
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